
内方線ブロックの整備について 

 

平成 29年 12月 20日 

北海道旅客鉄道 (株) 

 

■平成 28年 12月までの国の方針と当社の整備状況 

○国：平成 23年 8月「ホームドアの整備促進等に関する検討会」中間とりまとめ 

・10万人以上の駅 → ホームドア又は内方線付き点状ブロックを整備すること 

・ 1万人以上の駅 → 内方線付き点状ブロックを可能な限り速やかに整備すること 

 

・ 1万人以上の駅については平成 26年 3月に内方線ブロックの整備が完了 

  ・ 3千人以上の駅についても駅をバリフリー化する際に整備を実施中 

   （たとえば H23滝川駅、H28拓北駅、H29銭函駅など） 

 

■平成 29年 1月からの国の方針と今後の当社の方針 

○平成 28年 8月の東京地下鉄青山一丁目駅での視覚障害者の転落死亡事故を踏まえ、 

国：平成 28年 12月「駅ホームにおける安全性向上のための検討会」中間とりまとめ 

・ 1万人以上の駅 → 内方線付き点状ブロックを平成 30年度までに整備すること（整備済み） 

・ 3千人以上の駅 → 内方線付き点状ブロックを可能な限り速やかに整備すること 

 

○青山一丁目駅の事故以降も、平成 28年 10月に近鉄大阪線河内国分(かわちこくぶ)駅、12月にＪＲ東

日本東北線蕨(わらび)駅、平成 29年 10月にはＪＲ西日本阪和線富木(とのき)駅において視覚障害者

の転落死亡事故が発生し、ホームからの転落事故防止に対する社会的関心も高くなっていることから、

3 千人以上の駅の内方線整備を国及び関係自治体と協力しながら、補助金を活用し整備することとし

たい。 

 

■函館駅について（計画） 

○函館駅は１日ご利用者数 6,740 人(平成 28 年度実績)である。警告・誘導ブロックはあるものの、内

方線ブロック未整備であるため、国の補助スキームを活用し、平成 30 年度に内方線ブロックを整備

することとしたい。 

 

○内方線ブロックの必要延長は約 1,462m、工事費は約 13.5百万円 

 

 

記事工事費（千円）

函館駅

・平成30年度整備
・延長約1,462m
　　 (第１乗降場３両、第２乗降場６両、第３乗降場10両、第４乗降場10両対応）
・地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用予定
　　（国１／３、自治体１／３、ＪＲ１／３のスキーム）

13,500

･自治体補助金は予算の議決後に記載予定 
（国・１／３) 
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